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概 要
本研究では離れた場所にいる人々同士が,インターネット上で「空気」を読み合う新しいコミュニケーションシステムの提案をお
こなう.空気を「場の盛り上がり」と定義し,それを離れた場所のユーザと IMを用いて共有することの利点と実現方法について
述べる.具体的には無線 LANを利用したユーザのいる空間の把握,人の話す声の音量を用いた盛り上がりの検知,直感的な「空
気」の共有のための風鈴デバイスの設計をおこなう.実際に作成中のデモシステムを紹介し,現在の問題点と今後の展望を示す.

1. はじめに
インターネット上の人と人とのコミュニケーションと,
実世界の対面のそれには大きな開きがある.例えば次の
様な場面がある.大学の教室で多人数の友人同士がおしゃ
べりをしていて,話が白熱し大変盛り上がった.Aさんは
知人の Bさんにメッセンジャーで話しかけ,参加を促し
た.Bさんは図書館でひとりで勉強しているのに加え,A
さんとともにいる人やその場の雰囲気がわからず断って
しまった.こうした不一致が起こる原因として,Aさんと
Bさんが,物理的には隔絶された空間の雰囲気をお互い
に知れない,つまり「空気を読めていない」ということ
がある.
本研究では, 人が話すときの声の音量に着目し, 空気
を「場の盛り上がり」と定義する.この「場の盛り上が
り」を,インスタントメッセンジャー (以下 IM)を通し
て他者と共有可能な新しいコミュニケーションシステム
「mitsubaja」を提案する.この名前は著者のあだ名と、後
述する wijaを用いていることに由来する.

2. 提案する手法
実空間におけるやりとりは単なる会話や文字のやりと
りだけではない.人は表情や仕草で思いを伝えるだけな
く,その空間に存在する「空気」を適切に「読む」ことを
重んじる場合がある.評論家の山本七平氏は「空気の研
究」[1]で,日本人の意思決定の場における「空気」の影
響の大きさについて述べている.[1] で言及されている会
議のような重要な場面以外にも,普段の日常生活で「空
気」を読むことは前向きにとらえられることが多い.ユー
ザが自分の身体を用いて空気を読み合うのと同じように,
インターネットを介して遠隔コミュニケーションを行っ
ている様子を (図 1)に示す.

mitsubajaの基盤となる技術には既存の IMクライア
ントであるwija[2] を用いる.想定する環境は、会社のオ
フィスや大学の教室など,なんらかの共通項を持った人々
が数カ所に分散している状況である.各ユーザの PC は
無線 LANを用いて自らがいる空間を特定し,マイクか
ら音量を拾う.音量が大きくかつ複数ユーザから同時に
同じ様な音がとれた場合、その場が盛り上がっていると
して遠隔のユーザに伝えられる.遠隔ユーザ同士は「風
鈴デバイス」を通して視覚的・聴覚的に盛り上がりを感
知する.
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図 1: 離れた場所にいるユーザ同士が「空気」を読み合う

3. 「場の空気を読み伝える」メッセンジャー
3.1 mitsubajaのメリットと目指すもの
ある場所における人の行動や変化を,遠隔地の人に伝

達し共有するシステムは [4][5][6][7][8]で示すようにこれ
までにも提案されている.それらはセンサなどの特殊な
デバイスが必要で,数多くのユーザに使ってもらうこと
を想定していない場合が多い.mitsubajaは次の３つの点
で, 多くの人が手軽に使えることを目指している.1) 基
盤となる wijaは Javaで記述され,使う OSや環境を問
わない.2)mitsubaja ではほとんどのノート PC に常備
されている内蔵マイクを使用するため,汎用性に優れて
いる.3) 風鈴デバイスには,AVR 搭載のマイコンボード
Arduino[3]を用いている.Arduinoはオープンソースで
開発され,だれでも入手・作成可能なほか,プログラムの
書き込みがプラットフォーム問わず容易に行える.
また IMを用いる理由は適当なユーザ間の心理的距離

とリアルタイム性にある.Twitterなど他のWebサービ
スと違い,IMでは既にアカウントを交換した親しい人同
士がつながっており,その会話やプレゼンスが限られた
人たちの間でだけ共有できる.コンタクトリストを見る
と,いまオンラインの人すなわち同じ時間軸を共有して
いる人が一目でわかる.mitsubajaはそうした IM でのリ
アルな人間関係に,物理空間における近接性と物理空間
で共有される空気の振動を持ち込むことを目指す.
3.2 mitsubaja の想定シナリオ

mitsubajaを利用した場合,次の様なシナリオが考え
られる.
シナリオ 1：大学の A研究室では,深夜に TVでサッ

カーを観戦していた.その盛り上がりが mitsubajaを通
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じて,別の B研究室にいる学生に伝わった.彼らはふだ
んあまり交流のない A研究室を訪ねてみたところ,快く
迎え入れられ,一緒にサッカーを観戦した.
シナリオ 2：ある会社のオフィスで,突然風鈴が赤く
光って鳴りはじめた.社員 Aさんはmitsubajaを確認し,
盛り上がっているのは別の階の会議室で,中には Aさん
が苦手な部長がいることがわかった.Aさんは空気を読
み,今日は特におとなしく仕事をすることにした.

4. 設計と実装
4.1 「盛り上がりの検知と提示手法」

mitsubajaは,前述の通り wijaの拡張プラグインとし
て Javaで開発を行う.mitsubajaの空気の検知から共有
までのプロセスは大きく分けて以下の 4つからなる.

1. 無線 LANの BSSIDを用いてユーザの居場所を特
定する.wijaに ログインしている他のユーザの居場
所を見て,同じ部屋にいる人 (以下 nearグループ)
と違う部屋にいる人 (以下 distanceグループ) に分
類し,表示する.

2. マイクのライン入力から常に音量を取得する.値が
予め決めた閾値以上だった場合,nearグループのユー
ザに同報通信する.

3. nearグループ内で,1秒以内に 3人以上からメッセー
ジが来た場合,「この場所は盛り上がっている」とさ
れ,distanceグループのユーザ全員に同報通信する.

4. メッセージを受け取ったユーザは,「Excite!!!」とい
うGUIの表示と,風鈴デバイスの音と光によって遠
隔地の盛り上がりに気づく.

4.2 システム構成
mitsubajaの構成を (図 2)に示す.ユーザのノートPC
には Arduinoを介して風鈴デバイスを取り付ける.風鈴
はフルカラー LEDと鈴を取りつけた小型モーターから
成り,mitsubaja側からシリアル通信で制御される.

図 2: mitsubajaの構成

(図 3)は実際に作成中のデモシステムの様子である.現
在は単に青色に光り音が鳴るだけだが,今後は盛り上が
りをいくつかのバリエーションに分け,色や振動の度合
いによって細かい粒度で空気を表現したい.

図 3: mitsubaja のデモの様子

5. 今後の課題と問題点
現状の mitsubaja は Java のサウンド API の関係上

Mac OS X Leopardに依存している.またWindowsで
はXPでしかBSSIDを検出しないという問題がある.今
後は Leopard以外のプラットフォームにも対応させた
い.また,研究室内や関連する催しでユーザに配布し実運
用して,実際に盛り上がりの検出と共有ができるかどう
か評価実験を行う予定である.

6. むすび
本稿ではインターネットを用いたやりとりを,実際の自

然な人と人とのやりとりに近づけるべく,物理的に離れた
ユーザ同士が「空気」を読み共有できるコミュニケーショ
ンシステムの提案を行った.具体的な実装例として wija
という IMの上で動作するソフトウェア「mitsubaja」を
作成し,デモシステムの現状と今後の課題を述べた.今後
は音量以外のパラメタの利用や,webスケジューラを利用
した場所と人の結び付けなど,より正確にコンピュータ
が「空気を読む」ための方法を考えていきたい.
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